
 

 

 

 

 

珠洲市立上戸小学校  

学校だより 第６６５号 

令和２年８月２７日 
せんだん 

《知》意欲的に学び、課題に粘り強く取り組む児童 

《徳》社会のルール・学校のきまりを守り、 

礼儀正しく思いやりのある児童 

《体》心身ともに健康で、命を大切にする児童 

地域スポーツ少年団の活動（卓球）に、少しかかわらせていただいて、２０年以上経ちます。

この間、県外も含め、多くの大会に参加させてもらい、また、練習試合等で他のクラブチームや

学校に行かせていただきました。その中で出会った指導者の方々の考え方は色々で、練習内容や

練習ルール等、チームの事情も実に様々でしたが、いわゆる「強豪」といわれるチームには、一

つ共通していることがありました。それは次のことです。 

 

単に声が大きいとかではなく、挨拶自体がとても気持ち良いのです。声の調子、表情、ちょっ

とした仕草等色々な要素があると思うのですが、とにかく心地よく、挨拶を受けると素敵な気分

になれました。練習試合をさせていただいたチームの選手の中には、大会会場で私の姿を見かけ

ると、わざわざ走り寄ってきて挨拶をしてくれる選手が何人もいました。そして、そういう選手

は決まって強かったです。挨拶は、礼儀である一方、感謝の表れだと思います。「人への感謝」

を大切にできる選手は、おそらく練習を支えてくれる周囲への感謝を忘れず頑張るのでしょう。 

しかし、挨拶は大切なものではありますが、同時に難しいものでもあると感じています。簡単

には身に付かない場合も少なくないでしょう。挨拶は社会生活を行う上で、人と人とをつなぐ、

大切なコミュニケーションツールです。教えなければわからないことも多いです。「こういう時

は、こういう挨拶をするんだよ」と、周囲がしっかり教えていくことも重要だと思います。 

いつもより早い２学期がスタートしています。挨拶の指導は、年度当初だけのものではありま

せん。１年中ずっと行うものだと思います。世の中には、働きかけないと薄れたり、消えたりす

るものがあります。挨拶もその一つです。挨拶の素敵なチームは、指導者が、挨拶の指導をずっ

と行っていました。 

 「すこやかな上戸っ子」を育むために、２学期も挨拶を含め、様々な面で保護者の皆様方、地

域の皆様方のお力添えをいただきたいと思います。何卒宜しくお願いいたします。 

 

                 令和２年８月２７日 珠洲市立上戸小学校長 道端 専次 

 

 

  

「挨拶が素晴らしい。」 

 

２学期から、上戸小学校でお世話になります。３・４年生の学級担任という
ことでこれから始まる毎日がとても楽しみです。一人ひとりの子どもたちをよ
く見て、声を聴いて、子どもたちの学校生活が楽しく充実したものとなるよう
頑張りたいと思っています。宜しくお願いいたします。               

                         教諭 米田 留美子 

 

８月６日、藤田先生の離任式がありました。全校児童への最後の
メッセージは「イエス・ハート グッド・クラス」。「心」を大切に
してほしいという、いかにも藤田先生らしい言葉でした。３・４年
生の担任であった藤田先生へ、児童代表として４年生の３名が、こ
れまでの思い出メッセージと花束を渡してくれました。スポーツ
万能でもあった藤田先生、どうぞお元気で！これまで本当にあり
がとうございました。   

 



   
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

 力作がそろいました！！ 

１年 三上 逢海（研究） 

２年 泉㟢 陽希（工作） 

３年 油谷 友希（研究） 

４年 泉 宙奈（手芸） 

５年 

平野 雄大（工作） 
梶 凪沙（研究） 
郡 星哉（工作） 
谷内口 心春（研究） 

６年 初鳥 慶次（工作） 

１０日以上参加した人 

１年 加須屋 依里  三上 逢海  

福田 彩蓮  谷内口 優月 

２年 泉㟢 陽希   徳力 海来 

３年 油谷 友希  谷内 茉子  初鳥 凪音 

４年 泉 宙奈  谷 紗梨菜 

５年 泉㟢 光  梶 凪沙  儀谷 凱翔 

郡 星哉  平野 雄大  谷内口 心春  

６年 谷 亜衣梨  天満 友裕  初鳥 慶次 

９日（水） クラブ 

10日（木） グッドマナーキャンペーン

～18 日（金） 

16日（水） 委員会 

18日（金） 第１回学校評価委員会 

21日（月） 敬老の日 

22日（火） 秋分の日 

25日（金） 運動会準備 

26日（土） 運動会 

28日（月） 運動会振替休日 

30日（水） 前期委員会最終 

 農業委員さんから頂いたスイカの苗。枯らさないよう

にと大切に育ててきました。サイズこそ小さいものの、

３つ収穫することができました。全校児童で、一切れず

つ味わっていただきました。大きなスイカに負けないく

らい甘い味でした。 

長かった夏休みですが、体調を崩す事も無く、元気に過ごせた

のがありがたかったです。 

特に、今年はコロナウイルス感染症の感染拡大が続き、外での

活動がどうしても少なくなりがちだったのが、少し残念ではあり

ました。 

早くコロナウイルス感染症の収束を願うばかりです。 

             学年委員（５年）西田 貴俊 

花壇の花・畑の野菜いきいき！！ 

８月６日（木）登校日にスイカを食べたよ！！ 

保護者の方から 

地域の伝統オン

ノキバ 

学校の花壇の花、野菜が順調に育っています。学校閉

庁期間中、天満 一裕さん、谷内 由紀子さん、谷内口 

喜江さん、平野 真由美さんが水やりをしてくださいま

した。本当に有り難うございました。おかげ様で、暑い

夏を乗り切り、すくすくと生長しています。 

夏休み作品 入選

なｔ保護者の方か

ら 

地域の伝統オンノ

キバ 

ラジオ体操頑張り賞

保護者の方から 

地域の伝統オンノキ

バ 

９月行事予定
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○わたしは、「へいわってどんなこと？」がよ

くわかりました。いまは、へいわでよかったで

す。          １年 谷内口 優月 

○「８がつ６にちのこと」を聞いて、ぴかどん

がおちたときに、ぼくが生まれてなかったから

よかったなあとおもいました。     

２年 泉㟢 陽希 
○ぼくは、りんこちゃんのお話でわかりまし

た。ぼくは、ばくだんがこわかったです。これ

からもへいわにします。   

   ２年 徳力 海来 

○せんそうはだめでしょう、とおもいました。 

２年 家根 大翔 

○戦争はおそろしいものだとよくわかりまし

た。そして、平和っていいものだなと思いまし

た。またどんぐりさんに会いたいです。 

３年 初鳥 凪音 
○富山に空しゅう、長崎にも原子爆弾が落と

されたことを初めて知りました。 

３年 油谷 友希 
○「りんこちゃんの８月１日」の本で、空しゅ

うで三千人もなくなっていることを初めて知

っておどろきました。せんそうはおそろしい

ものだと思いました。 

３年 谷内 茉子 

○「りんこちゃんの８がつ１にち」のおはなし

がとてもこわかったです。せんそうのことがわ

かりました。へいわのこともわかりました。ば

くだんでしんだひとが、きのえだみたいにみえ

ましたというのが、こわいです。   

  １年 加須屋 依里 

○わたしは、「へいわってどんなこと？」がお

もしろかったです。わけは、へいわがどんなこ

とか、わかったからです。  

            １年 三上 逢海 

 

○「８がつ６かのこと」と「りんこちゃんの８

がつ１にち」がこわかったです。せんそうがこ

わかったです。      １年 福田 彩蓮 

１～６年生 平和集会を通して感じたこと 

○「へいわのこと」という本でせんそうをし

ない、ばくだんをおとさないことが大切だと

思いました。      ４年 家根 蒼汰 

○わたしはりんこちゃんがすごいと思いまし

た。わけは、小さいのにがんばっていたから

です。私があの時代に生まれていてもあきら

めないでがんばって走りたいと思いました。 

４年 泉 宙奈 

○どんぐりさんが本を読むときに本を見ない

で私たちの顔を見ながら読んでいたのが心に

残りました。平和の大切さを知ることができ

ました。        ４年 谷 紗梨菜 

８月６日、平和集会を行いました。講師は、「どんぐりの会」の皆様（橋本様、大句様、樋爪様、

正司様、坪野様、佐伯様）です。「８月６日のこと」「りんこちゃんの８月 1日」「へいわってどん

なこと」の読み聞かせ、歌「てのひらを太陽に」の紹介がありました。思いはしっかり子供達に届

いていたようで、集会後に書いた感想には「平和は当たり前ではない」「平和っていい」等の言葉

がありました。「どんぐりの会」の皆様、本当にありがとうございました。 



五・七・五 

この短い言葉のなかに 

こどもたちの 

思いが伝わってきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北國こども俳壇 

秀作：どくだみは ハートのはっぱ おしゃれだね   1年 加須屋 依里 

佳作：昼顔が 砂浜一面 さいていた         3年 谷内 茉子 

佳作：かあさんと ジュースを作った 青梅で     5年 梶  凪沙 

○わたしが今日学んだことは戦争のつらさで

す。わけはげんばくでたくさんの人がなくな

り、家族がいなくなってしまったという人がい

たからです。子どもだけ１人になってしまうか

もしれないと思ったら怖くなりました。 

   ５年 泉㟢 光 

○わたしは平和とはみんなたくさんの人と笑

い合えることだと思いました。また平和につい

てたくさんのことを考えてみたいと思いまし

た。 

           ５年 西田 真優 

○８月６日にばくだんが落ちていたことは知

っていたけれど、たくさんの人がなくなったこ

とは知らなかったのでひどいことがあったん

だなと思いました。 

        ５年 平野 雄大 

 

 

 

 

 

○わたしは、平和ということは、ご飯が食べら

れてみんなと遊べて勉強してぐっすり眠れて

戦争がないことだと思いました。 

５年 谷内口 心春 

○８月６日の日にばくだんが落ちたことは知

っていたけど、８月１日に富山県でもアメリカ

軍がばくだんを落としていたことは知らなか

ったので、知れてよかったです。 

          ５年 鳩野 芽衣 

 

 

 

 

 

 

 

○わたしは、平和についての読み聞かせを聞い

て、戦争でたくさんの人がなくなってしまった

のを知ったし、もう二度と戦争が起こらないで

ほしいと思いました。 

  ６年 谷 亜衣梨 

○「へいわってどんなこと」の本で、ぼくは「町

をこわさない」や「みんなと笑える」というこ

とに共感できたし、ほかにもいろんな「みんな

と遊べる」などを改めてわかり、確かめられた

のでよかったです。 

        ６年 天満 友裕 

○お話を聞いて戦争がどれだけひどかったの

かや、人の命の大切さを改めて知りました。こ

のままだれも戦争を起こさず、平和にくらして

いきたいなと思いました。 

       ６年 初鳥 慶次 

○平和というのは当たり前ではないことが今

日の平和集会でわかりました。みんなといっし

ょに勉強することができたりごはんがたくさ

ん食べられたりすることに感謝してすごして

いきたいと思いました。 

              ５年 梶 凪沙 

○平和集会がありました。あらためて戦争は

あぶないんだなと分かりました。わけは、戦争

は家とか人のしあわせをこわすからです。 

      ５年 儀谷 凱翔 

 

 

 

 

 

○平和集会で８月６日に本当に広島にばくだ

んがおちたと知ってかわいそうだと思いまし

た。ばくだんで家がなくなって人もなくなって

しまってもっと生きたかったと思ったと思い

ました。 

              ５年 郡 星哉 


